








私共は,最初に腎疾患患者の尿蛋白を高速液体クロマトグラフィー(HPLC)にて荷電別に分

画し,次に,その各分画を SDS-PAGE にて分子量別に分画し,疾患特異パターンを求めること

を目標とした。今年度は,HPLCでの分析が中心となり,尿の泳動の条件,HPLC での疾患別泳

動パターンが求められた。


